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Abstract

 
A traditional subject of sports management is the behavior of sports consumers concerning sports and recreational

 
activities and how they participate in these activities.
This study is a fundamental approach to new sports consumer behavioral research based on a long-term study.The

 
purpose of this study is to research new possibilities of sports consumer behavior in addition to the current situation

 
of sports consumer behavior from the particular viewpoint of dance behavior, sports behavior and the life style of

 
dancers in each genre.
The following results were obtained:

1. Characteristic behavior concerning dance and sports were clarified.
2. The idea and life style in each dance genre are unique.It was suggested that not only dance and sports behavior,but

 
also consumer behaviors concerning sports from more various viewpoints should be studied.

3. The possibilities of new sports consumer behavioral research were considered.

Sports behavior, Dancers, Life style

Ⅰ.緒 言

体育・スポーツ経営の目的は，人々の運動需要に対

応し，それぞれの運動現象の目的を達成するために

様々な条件整備を行うことである．人々の運動現象が

成立する背景には，運動者自身の運動に対する欲求や

必要感，体育やスポーツに対する え方，経験などの

主体的条件やそれらを取り巻く社会的，経済的などの

環境的条件が複雑に関わり合っている．そのような条

件の中で，人々が運動やスポーツをめぐってどのよう

な行動をするかを体育・スポーツ経営の分野では「運

動者行動」と捉え，最も基本的な課題として取り上げ

てきた経緯がある．体育・スポーツ経営において運動

者行動を問題にするのは，単に人々と運動・スポーツ

の関わり方を説明することが重要なのではなく，体

育・スポーツ事業によって創出されるスポーツサービ

スへと発展させることが重要な目的である．その原点

となるのは，宇土による体育・スポーツ事業論であり，

豊かな運動生活を実現するための「場」や「機会」を

整備し人々に提供する営みとして，クラブサービス事

業（Club Service：以下，C.S.と表記），プログラムサー

ビス事業（Program Service：以下，P.S.と表記），エ

リアサービス事業（Area Service：以下，A.S.と表記）

の３つが基本となっている．これらは，運動者が運動

やスポーツに接近しやすいスポーツ環境を整備するた
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めのスポーツサービスであり，C.S.は，運動の仲間や

集団を組織，育成しながら維持する支援を行うクラブ

サービス事業，P.S.は，運動やスポーツの成立に必要

な内容や時間をプログラムとして企画し提供するプロ

グラムサービス事業，A.S.は，公共運動施設や学校体

育施設などを広く自由に利用できるよう開放し提供す

るエリアサービス事業である．これらの体育・スポー

ツ事業は，運動者の様々なニーズや欲求に的確に対応

することが求められるとともに，スポーツサービスと

してより多様な運動者に対応することが必要である．

これまでの体育・スポーツ経営学の分野では，この

ような体育・スポーツ事業論を基本に運動者行動に着

目した研究として，八代ら（1981） による運動者行動

と経済的条件の影響要因に関する研究や畑ら（1984）

の運動者の主体的条件の類型化に関する研究などが報

告されている．これらの先行研究は，運動者行動研究

の先駆けとして有用な示唆を与えたことは言うまでも

ないが，21世紀を迎えた現代においては，運動者行動

論に依拠した研究は最も基本的な課題でありながら，

殆ど報告されていない．その背景としては，社会の変

化に伴い人とスポーツの関わり方が多様化するととも

に，体育・スポーツ経営学における研究対象の関心が

「するスポーツ」に留まらず，「みるスポーツ」や「支

えるスポーツ」等，新たな視点からのアプローチへと

移行したことが要因ではないかと える．また，これ

らの視点を背景に行政主導による地域スポーツの在り

方やスポーツビジネスにおけるマネジメントが研究の

対象として取り上げられることは，体育・スポーツ経

営学の科学的知見や学術領域としての拡大，発展に大

いに貢献することではあるものの，その一方で，人々

の生活満足や豊かなスポーツライフのための真の運動

者行動研究については，現代において発展途上である

と言える．

小野里ら（2013） は，このような運動者行動研究へ

の原点回帰の必要性から人々の生活満足からみたス

ポーツサービスの検討として，運動者行動分析の方法

論について言及している．その方法論とは，運動者の

生活満足度と「ライフスタイル」項目，「地域関与」項

目，「スポーツ関与」項目の規定関係から生活満足度に

有効な要因を示すことや運動者のライフスタイル，価

値観によるセグメントを抽出することにより，きめ細

やかなスポーツサービスの在り方を検討するものであ

る．さらに，あらゆる運動者へのアプローチとして，

子どもから高齢者までの幅広い年齢層や様々なスポー

ツ種目を対象とした多様な運動者行動研究への対応が

有効であることを示唆するものである．しかしながら，

運動者行動研究としての究明は，現段階では探索的で

あり，今後も様々な運動者を対象にした研究やスポー

ツサービスへの発展性が課題であると言える．

本研究は，このような背景を踏まえ，様々なニュー

スポーツが拡大，確立されている現代社会において，

新たな運動者行動の解明を課題とし，これまであまり

取り上げられていないダンサーの運動・スポーツ行動

に着目した．ダンサーやダンスレッスンに関する先行

研究では，石川（2011 ，2012 ，2013 ）によるストリー

トダンサーの特性やマーケティングに関する研究が挙

げられ，ストリートダンサーのライフスタイル行動や

スポーツビジネスへの発展性が報告されている．また，

ダンスレッスンに関する研究では，伊東（2007）によ

るダンス系レッスンにおけるスポーツプロダクトの検

討や小野里ら（2009 ，2010 ）によるダンスレッスン

におけるマネジメントを課題とした研究が挙げられる

が，ダンスという固有なスポーツを対象とした研究は，

未だ多くの課題を有しているもののあまり取り組まれ

ていないのが現状である．生涯スポーツ時代における

広い意味での運動・スポーツにおいて，ダンスや舞踊

は文化的意味や価値を含んだ身体的活動であり，運動

者行動研究においても重要な課題であると える．

本研究では，これまでの伝統的な運動者行動研究か

ら新たなスポーツ行動研究への基礎的な取り組みとし

て，ダンス愛好者のダンス行動，運動・スポーツ行動，

ライフスタイル等の特性を明らかにすることから現代

的な運動者行動研究の可能性および新たなスポーツプ

ロモーションへの発展性を検討することを目的とし

た．

Ⅱ.研究方法

１.基本的なアプローチ

本研究では，宇土の体育・スポーツ事業論を基軸と

し，運動者行動の視点から体育・スポーツ経営学の基

本的な課題であるスポーツサービスづくりを究明する

にあたり，ダンス愛好者に焦点を当て，より有効な運

動者行動研究について検討することを目指すものであ

る．

体育・スポーツ経営においては，人々の豊かな運動・

スポーツ生活実現のために様々な運動の「場」や「機

会」などの条件を整えることが基本的な課題である．
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豊かなスポーツ生活とは，人とスポーツの多様な関わ

り方によりそれぞれの楽しさや喜びを味わうことであ

るが，単にスポーツとの関わりの中だけで成立するも

のではない．人間生活の全体は，衣食住などの生存に

関わる基礎的な部分からより人間らしく，即ち楽しく

生きがいのある生活を送ることができるかという文化

的な部分も重要である．そのような生活の中で，スポー

ツ活動も生活を構成する様々な活動の中で相互作用し

ながら成立するものである．図１は，八代ら（2005)

による体育・スポーツ経営学におけるスポーツ生活の

捉え方を構造化したものである．先に述べたように，

スポーツ活動をトータルな人間生活の要素として捉え

ると，様々な趣向やライフスタイルの在り方も運動者

行動の一部として捉える必要があると える．このよ

うな視点から，本研究では，ライフスタイルに関する

項目およびダンス活動に取り組む運動者の基本特性，

ダンス活動状況，運動・スポーツ行動，ダンス活動の

満足度に関する項目を設定した．具体的には，ダンス

という固有なスポーツ（種目）に取り組む運動者とし

て日本女子体育大学（以下，本学と表記）舞踊学専攻

の学生（以下，舞踊学生と表記）を対象とし，ダンス

活動を専門としている運動者のデータに基づき，ダン

ス・スポーツ行動やダンス活動の満足度の分析から運

動者行動研究の可能性を 察した．

２.調査の実施と分析の手順

⑴ 調査項目の設定

調査項目は，石川（2013）によるストリートダン

サーを対象とした特性や行動に関する研究をはじめ，

これまでの運動者行動分析に関する先行研究，および

関連するライフスタイル調査などを踏まえ，基本特性，

ダンス活動状況，運動・スポーツ行動に関する項目や

ライフスタイル項目を中心に設定した．運動・スポー

ツ行動については，舞踊学生という特徴から，現在専

門としているダンスジャンルやこれまでレッスン等で

経験したことのあるダンスジャンルについての設問に

加え，中学・高校時代のダンス活動，運動部所属経験

などの項目を設定した．また，ライフスタイルに関す

る項目は，生活の中での趣向や心情，ボディケアやボ

ディコンディショニングなどの視点から36項目を設定

し，「非常に思う」から「全く思わない」までの５段階

評定尺度で回答を求めた．

さらに，運動者の生活満足となる総合的な指標とし

て，「学生生活に満足している」と「ダンス活動に満足

している」の項目を設定した．満足度に関する項目に

ついても５段階評定尺度により回答を求めた．

⑵ 調査概要及び分析の手順

調査は，舞踊学生を対象に質問紙によるアンケート

調査を実施し，１年生84名，２年生80名，３年生48名，

４年生３名，計215名の回答を得た．調査期間は，2013

年５月であった．

得られたデータに対し，統計ソフトSPSS17.0ver.

にて基礎集計，基本統計，クロス分析を行い，必要に

応じてχ検定やF検定（分散分析）を用いて統計的有

意性を確認した．さらに，ライフスタイルに関する36

項目と「ダンス活動に満足している」の規定関係に着

目し，重回帰分析を行った．その際，ダンス活動の満

足度により有効な規定関係を明らかにするために，ラ

イフスタイルに関する36項目と「ダンス活動に満足し

ている」のクロス分析の結果において有意性が確認さ

れた12項目を説明変数，「ダンス活動に満足している」

の項目を目的変数とした重回帰分析を行った．これら
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図１ 人間生活とスポーツ生活
（八代・中村 編著（2005)「体育・スポーツ経営学講義」p.42より抜粋



の分析を用いて，結果を 察した．

Ⅲ.結 果

１.運動・スポーツ行動研究の必要性と発展性

体育・スポーツ経営学における運動者行動論は，体

育・スポーツ事業であるC.S.，A.S.，P.S.に基づき，

C運動者，A運動者，P運動者，現時点では運動をして

いないS運動者（Stay運動者）の基本的類型により運

動者が運動の「場」や「機会」をめぐって，どのよう

に行動するかを捉えている．このような運動者行動論

は，人々のスポーツ行動を理解し，体育・スポーツ事

業，即ちスポーツサービスの改善や開発に有用な示唆

を与えるアプローチであり，まさにスポーツ消費者で

ある運動者に着目した真のマーケティングの視点から

スポーツサービスを検討するものである．本研究では，

現代的な運動者行動研究の探索的な試みとして，この

ようなマーケティングの視点から運動者を捉えるとと

もに，ダンスという固有なスポーツ消費者へのアプ

ローチにより新たな運動者行動を究明するものであ

る．

マーケティングの視点によるこれまでの運動・ス

ポーツ行動研究では，石川（2013）によるストリート

ダンスのマーケティング研究が挙げられる．石川

（2013）は，ニュースポーツであるストリートダン

サーの行動分析，ライフスタイル特性から，運動者行

動を明らかにするとともに，ストリートダンスの普及

やプロモーション，さらにスポーツ行動研究の新たな

可能性を提案している．即ち，従来の運動者行動論に

加え，ストリートダンスという個別なスポーツ消費者

の特性やダンス固有の文化，価値を包含したマーケ

ティングおよびマネジメントの必要性を指摘するもの

である．石川（2011 ，2012 ，2013 ）の先行研究によ

る運動者行動およびこれまでの運動者行動研究を踏ま

え，本研究では，これまでの伝統的な運動者行動論の

視点に加え，スポーツ固有の文化を理解することや時

代の流れとともに多様化した人々のスポーツ行動を捉

えることが新たな運動者行動研究の視点となるものと

して，研究の枠組みを構成した（図２）．これらの視点

は，単に運動・スポーツ行動を対象とするものではな

く，運動者の価値観やスポーツがもつ固有な文化等を

包含したトータルな人間生活の中で様々なスポーツ活

動へと発展する可能性を示すものである．即ち，運動・

スポーツ活動を促進する現代的なスポーツプロモー

ションへの有効性やスポーツビジネスへの発展性が期

待されるものと える．
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図２ 運動・スポーツ行動研究の可能性：石川（2013）改



２.舞踊学生のダンス行動および運動・スポー

ツ行動

⑴ 現在のダンス行動

舞踊学生のダンス行動として，現在専門として取り

組んでいるダンスジャンルについて回答を求めた（表

１）．最も多い割合を示したジャンルは，クラシックバ

レエ33.5％，次いでジャズダンスが22.3％，モダンダ

ンスが19.1％であった．また，活動頻度では，「週３回」

が21.4％，「週２回」が18.6％，「週４回」，「週６回」

が17.2％とばらつきがあり，様々な活動形態であるこ

とが示された．

これまでに経験したダンスジャンルについて，現在

専門とするダンスジャンル別による分析を行なった

（表２）．その結果，専門としているダンスジャンルの

経験が高い割合を示すことは当然であるが，全体的に

クラシックバレエ，ジャズダンスの経験者が多いこと

が示された．また，「モダンバレエ」の学生は，基本と

なるクラシックバレエからモダンダンス，ジャズダン

ス，コンテンポラリー・ダンスなど，多岐にわたりあ

らゆるダンスを経験していることが特徴的であった．

これらの結果から，舞踊学生はダンス活動に取り組

む中で，様々なダンスジャンルの経験を持つことが示

された．

⑵ 現在の運動・スポーツ行動

表３は，現在の運動・スポーツ行動について専門と

するダンスジャンル別による結果を示したものであ

る．調査対象となった舞踊学生は，運動・スポーツ活

動の中心がダンス活動であることは想定できるが，ど

のような活動形態で取り組んでいるのか，運動者行動

の視点から分析した．その結果，「本学の運動部に所属

している」が全体で106名（49.3％）と約半数であった．

一方，「レッスンや𥡴古等に通っている」は，137名

（63.7％）と高い割合を占め，クラブでの活動だけでは

なく，個人的にレッスンや𥡴古に取り組みながら活動

していることがわかる．特に，「クラシックバレエ」の

学生は，運動部への所属も44.4％見られるが，73.6％

がレッスンや𥡴古に通っていることから，舞踊団やバ

レエ団での活動が中心となっていることがわかる．こ

れらの結果から，舞踊学生の運動・スポーツ行動は，

運動部での活動だけではなく，学外でのレッスンや𥡴

表１ 舞踊学生のダンス行動

人数 ％

現在専門としている

ダンスジャンル

クラシックバレエ 72 33.5

モダンバレエ 22 10.2

モダンダンス 41 19.1

コンテンポラリー・ダンス 9 4.2

ヒップホップ 8 3.7

ジャズダンス 48 22.3

その他 7 3.3

複数回答者 8 3.7

活動頻度 週１回 21 9.8

週２回 40 18.6

週３回 46 21.4

週４回 37 17.2

週５回 15 7.0

週６回 37 17.2

毎日 15 7.0

無回答 4 1.9

※回答が多い項目を強調下線で表示
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表２ 専門ダンスジャンル別による経験のあるダンスジャンル

【現在専門としているダンスジャンル】

クラシック

バレエ

モダン

バレエ

モダン

ダンス

コンテンポ

ラリー・ダンス

ヒップ

ホップ

ジャズ

ダンス
その他 複数回答者 全体

n＝72 n＝22 n＝41 n＝９ n＝８ n＝48 n＝７ n＝８ N＝215
【経験のあるダンスジャンル】

f ％ f ％ f ％ f ％ f ％ f ％ f ％ f ％ f ％

クラシックバレエ 46 63.9 16 72.7 29 70.7 6 66.7 2 25.0 33 68.8 7 100 4 50.0 143 66.5

モダンバレエ 16 22.2 18 81.8 8 19.5 2 22.2 1 12.5 13 27.1 0 0 6 75.0 64 29.8

モダンダンス 12 16.7 13 59.1 22 53.7 5 55.6 0 0 19 39.6 1 14.3 5 62.5 77 35.8

コンテンポラリーダンス 31 43.1 11 50.0 14 34.1 4 44.4 0 0 16 33.3 0 0 4 50.0 80 37.2

ヒップホップ 15 20.8 5 22.7 14 34.1 4 44.4 5 62.5 33 68.8 3 42.9 1 12.5 80 37.2

ジャズダンス 31 43.1 12 54.5 21 51.2 6 66.7 5 62.5 34 70.8 5 71.4 5 62.5 119 55.3

その他 17 23.6 3 13.6 11 26.8 0 0 2 25 16 33.3 1 14.3 1 12.5 51 23.7

※51％以上の回答を強調下線で表示



古も活動の一部であることが示された．

⑶ 過去の運動・スポーツ行動

表４は，これまでの運動・スポーツ行動として，中

学時代と高校時代について回答を求めた結果を示した

ものである．現在の運動・スポーツ行動と同様に，中

学・高校時代においても運動部に所属しながら学校以

外でのクラブへの所属やレッスン・𥡴古に通い活動を

しているという回答が高い割合を占めた．「運動部に所

属していた」と回答した者の中には，中学時代ではダ

ンス部や新体操部に所属していた者が多かったが，一

表３ 専門ダンスジャンル別による現在の運動・スポーツ行動

【現在専門としているダンスジャンル】

クラシック

バレエ

モダン

バレエ

モダン

ダンス

コンテンポ

ラリー・ダンス

ヒップ

ホップ

ジャズ

ダンス
その他 複数回答者 全体

n＝72 n＝22 n＝41 n＝９ n＝８ n＝48 n＝７ n＝８ N＝215
【運動・スポーツ行動】

f ％ f ％ f ％ f ％ f ％ f ％ f ％ f ％ f ％

運動らしいことはほとんど

行っていない
10 13.9 4 18.2 2 4.9 1 11.1 0 0 1 2.1 1 14.3 1 12.5 20 9.3

運動部に所属している 32 44.4 10 45.5 29 70.7 3 33.3 3 37.5 20 41.7 4 57.1 5 62.5 106 49.3

学外のサークル・クラブに

所属している
3 4.2 2 9.1 1 2.4 0 0.0 4 50 7 14.6 2 28.6 0 0 19 8.8

レッスンや𥡴古等に

通っている
53 73.6 14 63.6 17 41.5 6 66.7 8 100 33 68.8 1 14.3 5 62.5 137 63.7

自由時間に運動している 10 13.9 2 9.1 6 14.6 1 11.1 1 12.5 9 18.8 0 0 1 12.5 30 14.0

その他 1 1.4 0 0 2 4.9 0 0 1 12.5 3 6.3 0 0 0 0 7 3.3

※51％以上の回答を強調下線で表示
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表４ 専門ダンスジャンル別による過去の運動・スポーツ行動

【現在専門としているダンスジャンル】

クラシック

バレエ

モダン

バレエ

モダン

ダンス

コンテンポ

ラリー・ダンス

ヒップ

ホップ

ジャズ

ダンス
その他 複数回答者 全体

n＝72 n＝22 n＝41 n＝９ n＝８ n＝48 n＝７ n＝８ N＝215
【過去の運動・スポーツ行動】

f ％ f ％ f ％ f ％ f ％ f ％ f ％ f ％ f ％

運動らしいことはほとんど

行っていなかった
3 4.2 2 9.1 3 7.3 1 11.1 0 0 1 2.1 0 0 0 0 10 4.7

運動部に所属していた 16 22.2 10 45.5 19 46.3 4 44.4 4 50 28 58.3 3 42.9 6 75.0 90 41.9

中

学

学外のサークル・クラブに

所属していた
3 4.2 3 13.6 5 12.2 0 0 3 37.5 11 22.9 4 57.1 3 37.5 32 14.9

レッスンや𥡴古等に

通っていた
66 91.7 19 86.4 34 82.9 7 77.8 6 75 38 79.2 5 71.4 7 87.5 182 84.7

自由時間に運動していた 3 4.2 2 9.1 6 14.6 0 0 1 12.5 6 12.5 0 0 2 25 20 9.3

運動らしいことはほとんど

行っていなかった
2 2.8 2 9.1 2 4.9 2 22.2 0 0 1 2.1 0 0 0 0 9 4.2

運動部に所属していた 18 25.0 14 63.6 28 68.3 4 44.4 5 62.5 34 70.8 2 28.6 3 37.5 108 50.2

高

校

学外のサークル・クラブに

所属していた
2 2.8 3 13.6 1 2.4 0 0 2 25 6 12.5 3 42.9 3 37.5 20 9.3

レッスンや𥡴古等に

通っていた
64 88.9 21 95.5 24 58.5 8 88.9 7 87.5 38 79.2 5 71.4 8 100 175 81.4

自由時間に運動していた 5 6.9 3 13.6 5 12.2 1 11.1 1 12.5 7 14.6 0 0 2 25 24 11.2

※51％以上の回答を強調下線で表示



部で陸上部やバスケットボール部，テニス部などに所

属している者もいた．高校時代では，ダンス部，創作

ダンス部，新体操部に所属していた者が多く，他の種

目への所属はほとんど見られなかった．また，専門と

しているダンスジャンル別にみると，「クラシックバレ

エ」の学生は，舞踊団やバレエ団での活動が中心とな

ることから，中学時代，高校時代ともにレッスン・𥡴

古に通い活動をしている割合が高く，「モダンダンス」

の学生，「ジャズダンス」の学生は，ダンス部など学校

の運動部に所属しながらレッスンにも通っていること

が示された．これらの結果から，ダンスや舞踊におい

ては，運動部に所属する活動だけではなく，レッスン

や𥡴古も活動の一部となっていることがわかる．一般

的に，他のスポーツ種目は学校運動部での活動を通し

て技能や競技力の向上が図られているが，ダンスにお

いては学校体育の中で取り扱われる機会があるもの

の，授業やクラブ活動の時間での取り組みに留まらず，

より多くの時間を費やして専門的なレッスンや𥡴古に

取り組むことが特徴的である．

⑷ 興味・関心のあるスポーツ

表５は，一般的なスポーツとして21項目を挙げ，そ

れらのスポーツに対する興味・関心について回答を求

めた結果を示したものである．全体では，「フィギュア

スケート」が85.1％と最も高い割合を占め，次いで「オ

リンピック」が58.6％，「高校野球」が34.4％であった．

フィギュアスケートは，振り付けや作品の構成など，

ダンス活動にも共通するような種目であることから高

い関心があると えられる．一方，オリンピックや高
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表５ 専門ダンスジャンル別による興味・関心のあるスポーツ

【現在専門としているダンスジャンル】

クラシック

バレエ

モダン

バレエ

モダン

ダンス

コンテンポ

ラリー・ダンス

ヒップ

ホップ

ジャズ

ダンス
その他 複数回答者 全体 χ検定

n＝72 n＝22 n＝41 n＝９ n＝８ n＝48 n＝７ n＝８ N＝215【興味・関心

のあるスポーツ】
有意確率

f ％ f ％ f ％ f ％ f ％ f ％ f ％ f ％ f ％

プロ野球 13 18.1 4 18.2 17 41.5 1 11.1 2 25 6 12.5 5 71.4 3 37.5 51 23.7 22.566

Jリーグ 9 12.5 1 4.5 9 22.0 1 11.1 0 0 5 10.4 1 14.3 3 37.5 29 13.5 n.s.

バスケットボール 9 12.5 4 18.2 9 22.0 2 22.2 4 50 15 31.3 4 57.1 1 12.5 48 22.3 15.306

バレーボール 14 19.4 4 18.2 11 26.8 4 44.4 1 12.5 9 18.8 1 14.3 4 50 48 22.3 n.s.

陸上競技 5 6.9 2 9.1 14 34.1 1 11.1 1 12.5 6 12.5 0 0 5 62.5 34 15.8 30.375

大相撲 0 0 1 4.5 2 4.9 0 0 0 0 1 2.1 0 0 0 0 4 1.9 n.s.

アメリカンフットボール 0 0 1 4.5 1 2.4 1 11.1 1 12.5 2 4.2 0 0 1 12.5 7 3.3 n.s.

メジャーリーグ 1 1.4 1 4.5 6 14.6 0 0 2 25 3 6.3 1 14.3 1 12.5 15 7.0 n.s.

WCサッカー 16 22.2 6 27.3 16 39.0 1 11.1 1 12.5 16 33.3 1 14.3 2 25 59 27.4 n.s.

NBA 1 1.4 2 9.1 5 12.2 1 11.1 1 12.5 6 12.5 0 0 0 0 16 7.4 n.s.

テニス 1 1.4 0 0 4 9.8 0 0 0 0 0 0 0 0 1 12.5 6 2.8 n.s.

マラソン・駅伝 10 13.9 2 9.1 9 22.0 2 22.2 1 12.5 8 16.7 0 0 0 0 32 14.9 n.s.

アイスホッケー 0 0 0 0 2 4.9 0 0 0 0 0 0 0 0 1 12.5 3 1.4 n.s.

オリンピック 38 52.8 15 68.2 30 73.2 6 66.7 4 50 26 54.2 2 28.6 5 62.5 126 58.6 n.s.

高校野球 19 26.4 7 31.8 21 51.2 2 22.2 4 50 14 29.2 3 42.9 4 50 74 34.4 n.s.

高校サッカー 12 16.7 4 18.2 10 24.4 1 11.1 1 12.5 8 16.7 1 14.3 2 25 39 18.1 n.s.

ラグビー 1 1.4 2 9.1 3 7.3 0 0 0 0 2 4.2 0 0 1 12.5 9 4.2 n.s.

ゴルフ 1 1.4 0 0 2 4.9 0 0 0 0 1 2.1 1 14.3 0 0 5 2.3 n.s.

F1 1 1.4 2 9.1 1 2.4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1.9 n.s.

水泳 7 9.7 4 18.2 13 31.7 3 33.3 1 12.5 8 16.7 0 0 4 50 40 18.6 16.814

フィギュアスケート 64 88.9 21 95.5 38 92.7 7 77.8 5 62.5 37 77.1 5 71.4 6 75 183 85.1 n.s.

※注目した回答を強調下線で表示



校野球は，社会的な注目度が高いスポーツイベントと

して興味・関心を集めていると言える．また，専門と

しているダンスジャンル別にみると，「モダンダンス」

の学生は，プロ野球や陸上競技，水泳など幅広く関心

があることや「ジャズダンス」の学生は，バスケット

ボールへの関心が高いなど，専門のダンスジャンルに

より好みのスポーツが異なる傾向が示された．

３.ライフスタイルの特徴とダンス活動の満足

度

⑴ ライフスタイル項目の基本統計

ライフスタイルに関する項目は，石川（2013）のス

トリートダンサーを対象とした特性や行動に関する研

究や関連の資料を踏まえ36項目を設定し，「非常に思

う」から「全く思わない」の５段階評定尺度により回

答を求めた．表６は，舞踊学生の専門としているダン

スジャンル別による基本統計を示したものである．

ジャンルを問わず全体的に高い反応を示した項目は，

「５.旅行が好きである」，「６.海や山などの自然が好

きである」などの非日常的な体験を示す項目や「23.い

い仲間がいる」，「26.人を喜ばせることが好きである」

などの人とのコミュニケーションに関する項目，また

「19.マッサージや整体に関心がある」，「28.自分の国

が好きである」などの項目であった．一方，「１.お酒
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表６ 専門ダンスジャンル別によるライフスタイル項目の基本統計



をよく飲む方である」，「12.喫煙習慣がある」の項目

は，極めて低い反応を示しているが，本調査の対象者

は大学１年生，２年生が中心であり，その年齢を 慮

すると飲酒や喫煙などの習慣は該当しないものと え

る．さらに，ダンスジャンル別にみると，「３.お祭り

やフェスによく参加する」，「18.エステに関心があ

る」，「30.伝統や歴史などに興味がある」，「32.ネイ

ルに興味がある」の４項目において統計的有意性が確

認された．その結果，「ヒップホップ」の学生は，お祭

りやフェスへの参加に高い反応を示す一方で，「コンテ

ンポラリー・ダンス」の学生は低い反応であることや

「クラシックバレエ」，「ジャズダンス」の学生は，エス

テやネイルなどの美容に対しての関心が見られるが

「コンテンポラリー・ダンス」の学生は関心が低いとい

うようにダンスジャンルにより異なる反応が明らかに

示された．

⑵ 「ダンス活動の満足度」との規定関係

本研究では，運動者の満足度の指標として，「自分の

ダンス活動に満足している」の項目を設定し，「非常に

思う」から「全く思わない」までの５段階評定尺度で

回答を求めた．その結果，「非常に思う」が28名

（13.0％），「思う」が70名（32.6％），「どちらともいえ

ない」が63名（29.3％），「思わない」が39名（18.1％），

「全く思わない」が15名（7.0％）であった．この満足

度とライフスタイル項目の規定関係を確認するために

重回帰分析を行った．その際，統計的により有効な手

法として，目的変数となる「ダンス活動に満足」とラ

イフスタイルに関する36項目のクロス分析の結果から

χ検定により有意性が確認できた12項目を説明変数

として選定し，「クラシックバレエ」，「モダンダンス」，

「ジャズダンス」の学生別に重回帰分析を行った．表７

図３は，各ダンスジャンル別の分析結果を示したもの

である．その結果，「クラシックバレエ」の学生は，「24.

人と話すことが好きである」，「モダンダンス」の学生

は「21.負けず嫌いである」，「ジャズダンス」の学生

は「35.仲間と行動するのが好きである」の項目にお

いて，目的変数である「ダンス活動に満足」に対して

プラスに機能することが示された．これらの結果から，

ダンスという活動の中でも各ジャンルによる特性が示

唆された．

Ⅳ. 察

１.ダンス愛好者の運動・スポーツ行動

本研究の対象となった舞踊学生が現在専門としてい

るダンスジャンルでは，クラシックバレエが最も多く，
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表７ 専門ダンスジャンル別「ダンス活動に満足」との規定関係

クラシックバレエ モダンダンス ジャズダンス

F値＝7.905

DF＝１

F値＝4.672

DF＝１

F値＝17.857

DF＝１

標準化係数
t値

(有意確率)
標準化係数

t値

(有意確率)
標準化係数

t値

(有意確率)

９.ブログをやっている 0.012 0.109 0.126 0.788 0.145 1.153

17.食習慣がきちんとしている 0.135 1.129 0.152 1.003 0.176 1.39

21.負けず嫌いである －0.004 －0.038 0.327 2.413 0.007 0.053

22.人に認められたい 0.109 0.939 －0.129 －0.839 －0.028 －0.221

23.いい仲間がいる 0.147 1.131 0.07 0.453 －0.139 －1.001

24.人と話すことが好きである 0.319 2.932 0.027 0.167 0.111 0.85

26.人を喜ばせるのが好きである 0.07 0.505 0.188 1.2 －0.045 －0.333

31.一人で行動するのが好きである －0.122 －1.077 0.181 1.204 －0.123 －0.964

33.人前でアピールするのが好きである 0.214 1.864 0.213 1.424 0.072 0.521

34.DVDをよくみる 0.203 1.815 0.096 0.581 0.166 1.292

35.仲間と行動するのが好きである 0.167 1.394 0.158 0.954 0.533 3.024

36.You Tubeをよく利用する －0.021 －0.184 －0.3 －2.019 －0.011 －0.082



次いで，ジャズダンス，モダンダンスが中心となって

いる．これまでのダンス経験においては，現在専門と

しているダンスジャンルの経験に加え，クラッシクバ

レエ，ジャズダンスはほとんどの舞踊学生が経験した

ことがあると回答していた．一方，「クラシックバレエ」

の学生は中学，高校時代からレッスンや𥡴古での活動

を継続して行っていることや「モダンバレエ」の学生

はあらゆるジャンルを経験しているなど，ダンスジャ

ンルによる結果が特徴的であった．「クラシックバレ

エ」の学生は，幼少期の頃から習い事として始めてい

ることや，複雑で高度な技能を身につけることが必要

であることも継続的なレッスンにつながる要因ではな

いかと える．また，過去の運動・スポーツ行動にお

いてもレッスン・𥡴古への参加は共通して高い割合を

占めているが運動部への所属はダンスジャンルにより

異なる結果が示された．

これらの結果から，ダンス活動においてもそれぞれ

のジャンルによって運動・スポーツ行動が異なること

が明らかとなった．

２.趣向やライフスタイルからみたダンス愛好

者の特性

ライフスタイルに関する36項目における分析から，

舞踊学生のライフスタイルの特徴が明らかになるとと

もに，専門ダンスジャンルによる傾向が示された．具

体的には，旅行や自然への興味・関心が高いことや人

とのコミュニケーションを好むことが示された．また，

「ヒップホップ」の学生はお祭りやフェスへの参加意欲

が高い結果を示したことや「ジャズダンス」の学生は

エステに関心があるなど，ダンスジャンルにより異な

る傾向が明らかとなった．これらの結果から新たなス

ポーツサービスへの提案を 察すると，例えば，ダン

スと旅行を組み合わせたダンスツアーや自然の中での

ダンスキャンプの開催などが挙げられる．即ち，ダン

スや舞踊活動などの運動・スポーツ活動への直接的な

サービスアプローチだけではなく，趣向やライフスタ

イルの特徴に効果的に機能するサービス開発の可能性

が示唆された．

３.スポーツ行動研究としての新たな展望

本研究では，伝統的な運動者行動論を基本とし，舞

踊学生という固有な運動者の運動・スポーツ行動を明
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図３ 専門ダンスジャンル別「ダンス活動に満足」との規定関係

P＜0.01 ＊＊ P＜0.05 ＊



らかにするとともに，スポーツ行動研究の可能性を検

討した．運動者行動研究では，スポーツ消費者である

様々な運動者を対象としたアプローチが課題となる

が，本研究では，舞踊学生即ち，ダンス活動を専門と

する運動者の特徴的な運動・スポーツ行動が明らかと

なった．また，専門とするダンスジャンルごとに運動・

スポーツ行動およびライフスタイル項目への反応が異

なる結果を示した．これらのことから，多様なスポー

ツ種目への対象の拡大や個々のスポーツ種目の中でも

より詳細なセグメントに対するアプローチの有効性が

示唆された．

さらに，従来の運動者行動論の視点に加え，ダンス

文化，舞踊文化や若者文化，ライフスタイルなどを指

標とした運動・スポーツ行動研究の実用化は，体育・

スポーツ経営の目的であるより豊かなスポーツ生活を

促進するための現代的なスポーツプロモーションを可

能にするとともに，多様な運動者に対応したスポーツ

サービスの開発に効果的に機能することが期待され

る．

Ⅴ.結 論

本研究は，宇土による運動者行動研究を基本概念と

して，ダンスや舞踊を専門とする運動者を対象にダン

ス行動，スポーツ行動，ライフスタイルなどの視点か

ら運動者行動の実態および運動者行動研究の新たな可

能性を検討した．結果は，以下のように要約される．

１.ダンス・舞踊愛好者の特徴的なダンス・スポーツ

行動が明らかにされた．

ダンス・舞踊愛好者の運動・スポーツ行動は，生

涯スポーツ時代における広い意味での運動者とし

て特徴的なスポーツ行動，運動者行動であると言

える．

２.ダンスジャンル別による趣向やライフスタイルが

特徴的であり，運動・スポーツ行動だけではなく，

さらに踏み込んだ視点での運動者行動研究の必要

性が示唆された．

ダンス愛好者という対象の中でも様々なダンス

ジャンルにより異なるライフスタイル特性がある

ことから，固有なスポーツ種目へのアプローチや

より細分化したセグメントに対する運動者行動研

究が求められると える．

３.新たなスポーツ行動研究の可能性が示唆された．

従来の運動者行動研究の概念に加え，スポーツ種

目固有の特性やさらに具体的な趣向やライフスタ

イルなどを指標とした分析から，より個別な運動

者行動研究への発展が可能になると共に，多様な

運動者に対応したスポーツサービス開発が期待さ

れる．

このような研究の視点・アプローチは，運動者行動

研究の新たな可能性やよりきめ細やかなスポーツサー

ビス開発への発展を可能にするものと える．
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